
平成31年1月23 日（水）、2月19日（火）、2月20日（水）

筑波銀行のホームページからお申込みください。（https://www.tsukubabank.co.jp/corporate/info/seminar/index.html）
また、筑波銀行の窓口からもお申込みいただけます。各店舗に受講申込書がございますので、最寄りの
筑波銀行の窓口または担当者へお申込みください。

。ただし、2月19日、20日は、原則、合宿形式になります。（宿泊料は、運営者負担）

平成31年1月16日（水）

筑波総研株式会社 　次世代経営塾 事務局  TEL   029-829-7560　（代表）

募集要項

招聘講師

開   催   日

お問合せ

若手経営者・後継者及び今後企業の中核を担う方

筑波ふれあい俱楽部

      筑波銀行グループ　株式会社 筑波銀行/筑波総研 株式会社 

筑波銀行 つくば本部ビル
10階 大会議室

(茨城県つくば市竹園1丁目7番)
講義日程
全3回完結

第1回 平成31年 1月23日 (水)
第2回 平成31年 2月19日 (火)
第3回 平成31年 2月20日 (水)

第1回 平成31年 1月23日 (水)
第2回 平成31年 2月19日 (火)
第3回 平成31年 2月20日 (水)
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Next Generation

Management School

中小企業診断士
産業カウンセラー 中小企業診断士

入
塾
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ご
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内

三菱銀行(現三菱東京UFJ銀行)、ライフエ
ンジニアリング㈱、婦人服アパレル業を経
て、1996年5月独立。1998年、有限会社テオ
リア設立登記・代表取締役。2015年、合同
会社みんプロ設立登記・代表社員。

　目まぐるしく変化する経営環境の中で、企業を持続的に存続・発展させていくため、次の
世代を担う経営者の方には、総合的な経営力が必要となります。
　当塾では、“経営者に必要な”「組織戦略」「財務戦略」「経営戦略」「人材育成・コミュ
ニケーション」について学ぶ機会をご提供いたします。
　講義では、グループディスカッションを通して、経営者の力量、モチベーションの向上等に
加え、ネットワークづくり等、総合的に塾生の皆さまの経営活動をご支援させていただきます。

協和銀行(現りそな銀行）入社後、神田、札
幌、横浜支店にて法人融資を担当。
人事部調査役、赤坂支店融資課長、融
資第三部審査役などを経て、平成18年か
ら、りそな総合研究所に籍を置く。

 三浦 嘉英 氏　  八木  田鶴子 氏　

りそな総合研究所㈱
コンサルティング部
主席コンサルタント

(社)東京都
中小企業診断士協会
理事/中央支部長

代表取締役

株式会社西武百貨店販売促進部を経て人
材育成会社に転職。2002年に独立し、株式
会社ライブリーを設立。接遇アドバイザーと
して年間で企業のサービスの向上や人材
育成などに関わる。

山下 郁子 氏

㈱ライブリー

 第6期 
次世代経営塾 

「次世代経営塾」は、
若手経営者や次期経営者、
経営幹部、新規起業をお考え
の方に「学び」と「交流」の場を
ご提供いたします。

挿絵：久田琳佳子（筑波大学芸術専門学群3年）
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まちを歩いて道路に面した大きなガラス窓があると、
その中に目が向く。住宅だと横目でちらっと見るだけ。
店舗だと内装や客の様子を見て、「ふ〜ん」と通り過ぎ
る。ただ意外なものを目にすると、「おっ」と足を留める。

その時は、祭りの山
だ

車
し

があった。小屋に置かれた山
車が大きなガラス越しに見えた。
特に城下町では山車が練り歩く祭りが多くみられる。

山車には車輪があり、高さが3m程になるものも珍し
くない。その装飾は賑やかで豊かである。
城下町には天守や御殿、櫓

やぐら

などの城郭建築をはじめ、
寺町を形成する寺院の本殿や山門などの寺社建築が
あった。そうした建造物や工作物の建造には、多種多
様な技術と多くの技術者を要した。
技術者とは、建築や建具をつくる大工や建具師、材
料を加工する木工や金工の職人、仏像や欄間をつくる
彫刻師など、高度な技術を持つ職人たちだ。
山車の製作にはそうした職人たちの技術が応用され
た。山車は技術と芸術の結晶であり、美術工芸品でも
ある。

山車を毎年つくり直す祭りもあれば、山車を保管し
て翌年も利用する祭りもある。保管しても、損傷があ
れば修理が必要であり、そのためには技術の伝承や職
人の確保が求められる。
また祭りを持続させるためには、そうした山車の維
持はもとより、祭りの担い手や意義の伝承も欠かせな
い。このようにして山車のある祭りがまちの伝統とし
て受け継がれていく。
大きな山車の保管場所はまちの共有地であることが

多い。その小屋に大きなガラス窓があると、日々の生
活の中で山車が目に入る。山車を仲立ちにして、祭り
を通じた一年間のリズムが刻まれる。
このように大事にされている山車を見ると、その出
番を今か今かと待ち焦がれるまちの息づかいを感じ
る。そして、祭りを通してつながりを大切にするまち
の意思を感じることができる。

野中　勝利
筑波大学芸術系教授・芸術専門学群長

身近なまちの風景物語（6）

つながりの出番


